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▲成道寺（西寺町）の三鬼の墓。
　「水枕がばりと寒い海がある」
　の墓句銘は山口誓子筆

津山の生んだ俳人西東三鬼の業績を顕彰するとともに、三鬼俳
句の精神を継ぐ新しい感覚の俳句文芸の振興をめざして広く作品
を募集します。

応募要領　雑詠３句１組（未発表作品に限る）①原稿用紙に黒イ
ンクまたは黒ボールペンを使用②ワープロ原稿可③住所、名前
（ふりがな）、俳号（ふりがな）、年齢、職業（学校名・学
年）、電話番号を記入して応募
投句料　１組 1,000円（現金または定額小為替）
　※何組でも応募可能
選考委員　和田悟朗、宗田安正、寺井谷子
賞　西東三鬼賞＝賞状と副賞50万円（１人）、秀逸＝賞状と副賞
２万円（10人）、佳作＝賞状と記念品（30人）
締め切り　11月30日（木）当日消印有効
発表　平成19年３月
　※応募者全員に入選作品集を送付
応募・問い合わせ先　〒708-8501 津山市山北520
　津山市文化課内　西東三鬼賞委員会
（市役所東庁舎２階）332-2121
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